
国際協働学習シンポジウム
第3回 

2025年 6月8日（日）13:00～17:40（開場12:45）

会場 : JICA地球ひろば Room 600 + Zoom
東京都新宿区市谷本村町10-5 JICA市ヶ谷ビル
定員 : JICA地球ひろば（80名）+ Zoom（100名）

参加費

無料
Zoomで
オンライン
参加可能

申し込み締め切り: 6月5日（木）

主催：特定非営利活動法人 グローバルプロジェクト推進機構（JEARN）
共催：法政大学図書館司書課程
協力：公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） / 日本デジタル･シティズンシップ教育研究会（JDiCE）
後援：情報通信月間推進協議会 / 独立行政法人国際協力機構（JICA）

申し込みはQRコードから
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デジタル時代の国際協働学習
‐ SDGs×デジタル・シティズンシップ教育‐

テーマ

お問い合わせ office@jearn.jpMail

https://forms.gle/VY5PY1oYnm12DDiTA
https://forms.gle/VY5PY1oYnm12DDiTA


13:00 開会・挨拶： 栗田 智子（JEARN理事長 青山学院大学）

13:10 第1部：基調講演
 「ビデオレターを活用した異文化理解・交流と外国語教育
   ―持続可能な未来の創造に向けて―」
 ネパールと福島の子どもたちの交流を、デジタル・シティズン

 シップ教育と外国語教育の観点からお話しします。
  ※本研究はJSPS科研費 21H00548の助成を受けたものである）

プログラム

13:55 休憩

15:35 休憩

14:05 第2部：パネルディスカッション（全体Q＆Aを含む）

 「持続可能な開発のための異文化交流を進める方法」

 モデレーター： 坂本 旬（法政大学）
 パネリスト： 村上 郷子（法政大学） 寺崎 里水（法政大学）
  長岡 智寿子（田園調布学園大学） 坂本 ひとみ（白百合女子大学）
  ※本研究はJSPS科研費 21H00548の助成を受けたものである

15:45 第3部：2024年度　実践発表会

17:15 総括・写真撮影など

17:40 閉会

※当日の様子を録画いたします。写真・動画は、ジェイアーンが関与するWebサイト等の広報手段、ワークショップ資料に許諾なく用いられる
　場合があります。マスメディアによる取材に対しても、許諾なく提供することがあります。

講演者：

坂本 ひとみ
（白百合女子大学・
  JEARN会員）

坂本 旬
（法政大学・
 JEARN副理事長）

1. 「SDGs推進をテーマとした協働学習」
 小正 和彦（横浜市立みなとみらい本町小学校）
2. 「小学校での国際協働学習の展開と大学生のサポートの在り方」
 清水 和久（金沢星稜大学）
3. 「『ゼロカーボンスクール』活動を通した国際協働学習」
 マカイヴァ 裕美子（私立高田中学高等学校）
4. 「デジタル時代の国際防災教育 -阪神・淡路大震災から30年。高校生からの提言-」
 岡本 和子（JEARN理事）

5. 「デジタル時代の国際協働学習 大正琴プロジェクト＆琴リンピック」
 廣田 元子（JEARN会員）

6. 「台湾の中学生との協働学習『What is HEIWA?』ワークショップと国内の小・中学生の活動報告」
 勝又 恵理子（青山学院大学）、岡田 麻唯（青山学院大学）


